
県立越谷西高校 ≪活性化・特色化方針（スクール・ポリシー）≫ 

課程 全日制 学科 普通科 
R８.5.1 

生徒数 

(男) ５５２ 

(女) ３７９ 
計９３１ 

アクセス 
東武スカイツリーライン ・越谷駅よりバス 越谷西高校入口前下車  徒歩５分 

 東武アーバンパークライン・岩槻駅よりバス 越谷西高校入口前下車  徒歩５分 

＜目指す学校像＞ 

挑戦心を原動力に、粘り強く未来を切り拓き、多様な仲間と協働して新たな価値を生み出す生徒を育む学

校 

＜教育課程等＞※１ 

【方針】３年間を通じて一人一人の進路希望が実現できる教育課程とする。特に、大学進学については、

多様な入試形態に対応できるような教育課程を準備しています。 

【特徴】 

・１年生は基礎力をつけ、自学自習の活動スタイルと家庭学習の習慣を確立する 

・２年生は進路を見据えた選択科目を充実、オープンキャンパスへ参加するなど自らの進路を調べ深める 

・３年生は進路希望に基づき、進路実現を果たすことができる科目を充実、目標実現に向け動く 

＜本校が求める生徒＞※２ 

○文武不岐の精神（文と武はわかれることのできないもの、一体となっておりお互いに相乗効果を生み

出すものという意味）のもと、学習と部活動に打ち込むことのできる生徒 

＜学校行事＞ 

○学校行事を通して、生徒の自主自立性の精神と人間性を育成します 

・令和８年度修学旅行は、九州方面で実施予定（令和７年度、関西方面で実施） 

・５月には１・２年生が遠足を、３年生は芸術鑑賞会を実施 

・生徒が中心に企画・運営を行う体育祭・文化祭など 

＜部活動＞ 

○３０以上の運動部・文化部があり、生徒は積極的に活動しています 

・自主的・自発的な活動により多くの仲間と協働 

・多くの運動部が県大会出場を実現 

・全国大会・関東大会出場部活動（過去５年）－新聞・放送部、応援部、吹奏楽部・陸上競技部など 

＜家庭・地域との連携＞ 

○中学校、保護者、地域から信頼される学校づくりを目指します 

・学校評議員には、地域の企業経営者、小・中・大の教育関係者等を選出 

・70 万人体験活動小学生とのスポーツ交流事業を実施（越谷市内２校と、陸上・バレーボール種目で交

流） 

進

路 

R８.3 

卒業生 
四大 ２０１人 短大 ７人 専門 ７８人 就職 ７人 

傾向 国立大学合格者あり、日々の授業に専念で、多数の私立大学指定校推薦を活用 

【学校教育法施行規則第１０３条の２】高等学校における三つの方針 
 裏面 育成を目指す資質・能力に関する方針（グラデュエーション・ポリシ－） 
 ※１ 教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 
 ※２ 入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー） 



令和７年度
越谷西高の進路

越谷西高校 育成方針

育成をめざす資質・能力に関する方針：グラデュエーション・ポリシー
 （このような力を育てます）

スローガン：挑戦できる学校

入学者の受け入れに関する方針：アドミッション・ポリシー  
（このような生徒を待っています）

＜スクールポリシー＞

教育課程に関する方針：カリキュラム・ポリシー
（このような教育活動を行います）

（１）進路希望に応じたコースが選択できます
（２）多様な選択科目で生徒の進路実現を目指します
（３）各種検定試験等の資格取得実現を積極的に行います

（１）個としてやり抜く力（ものごとを成し遂げる力）を育成します
（２）他者と協働する力を育成します
（３）地域への愛着と誇りを育み、持続可能な社会の担い手を育成します

（１）入学後も文武不岐の精神のもと、学習と部活動に打ち込むことのできる生徒を募集します
（２）社会のルールやマナーを守り他人への思いやりや優しさのある生徒を募集します
（３）豊かな感性を持ち、他者と望ましい人間関係を築ける生徒を募集します

１年

共通
（芸術科目以外）

２年

興味・関心に応じた多様な学び

３年

文系・理系
（専門性を重視した科目選択）

４年制大学

66%

短期大学

2%

専門学校26%

公務員・就職

2%

その他

4%
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